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注:略語説明 WAN(WideAreaNetwork),LAN(+oca=レeaNetwork),WS(Workstation),PC(PersonalComputer)

トータルマネジメント サーバの拡張 汎(はん)用コンピュータの機能にオープンシステムとの連携機能を持たせ,システム管理機能を

拡張している｡

操作性が良く,高性能･高機能なワークステーシ

ョンとパーソナルコンピュータ(以‾卜,パソコンと略

す｡)の普及に伴って,エンドユーザーの利用環境を

充実させる分散化システム,オープン化への市場ニ

ーズが高くなっている｡これに伴って,汎(はん)桐

コンピュータもオープン化に対応するために国際標

準･業界標準化様に基づきインタオペラビリテイ

(相互運用性)を保持することがシステム要件になっ

ている｡"FOREFRONT''コンセプトに基づき,ワ

ークステーション･パソコンで実現されるエンドユ

ーザーコンピューティングに対応するため従来シス

*日立製作所ソフトウエア開発本部

テムへのエンハンスを継続するとともに汎用コンピ

ュータ用ソフトウエアにオー70ン化･分散化システ

ム対応機能を強化した｡今回開発したオープン化･

分散化システム対応機能は,ネットワーク機能,ワ

ークステーション･パソコンー汎川コンピュータ連

携機能,データベース連携機能,システム管租機能

拡張から構成される(口絵参照)｡

人･【-l-･小形汎用コンピュータおのおのの役割分

担によr),これらの機能を適fHし,ユーザーニーズ

にこたえるものである｡
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ロ はじめに

近年,ワークステーション･パーソナルコンピュータ

(以下,パソコンと略す｡)の普及に伴い,従来の汎(はん)

用コンピュータを中心とした集中形の処理形態から,ネ

ットワークで構成された分散形の処理形態へと情事艮シス

テムに対する要求が変化してきている｡分散化システム

では,汎用コンピュータに対して,従来提供してきた基

幹機能に加え,トータルマネージメントサーバとして分

散化システムの集中管理を強化するとともに,エンドユ

ーザーコンピューティングに対応したワークステーショ

ン･パソコンとの連携機能の強化がユーザーから望まれ

ている｡

ここでは,`甘OREFRONT”コンセプトを実現するソ

フトウェア製品開発の背景,機能の構成および,,90年代

の新しい情報処理環境に対応するソフトウェアの特長に

ついて述べる｡

囚 汎用コンピュータの新しい情報処理環境へ

の拡張

"FOREFRONT''コンセプトに基づいて,汎用コンピ

ュータ輔ソフトウェアでオープン化･分散化システム対

応機能を開発した｡その拡張の概要を図lに示す｡

今上旦lの開発機能は,システム間の接続を実現するコミ

ュニケーション環境でのネットワーク機能の拡張,リレ

ーショナルデータベースを核としたデータベース環境で

のオープンシステムとの連携強化,システム管理環境で

のネットワーク管理の強化,さらに現行基幹機能の拡張

から成る｡

2.1オープン化･分散化システムへの対応

オープン化･分散化システムに対応するための機能の

要什は,

(1)業界標準･国際標準に準拠した種々の仕様

(2)オープンシステム間の接続用標準プロトコル仕様

を採用し,オープンシステムとVOS3(Virtual-StOrage

Operatillg System3)をはじめとする日立製作所の独自

システムとのインタオペラビリティの保持,システム間

の有機的･機能的な連携を実現することである｡この要

件を満たすことにより,大形汎用コンピュータからワー

クステーション･パソコンまでのさまざまな,冥ったシ

ステムから構成される企業情報システムの構築の容易

性,柔単利集および可肝性を高めることができる｡

2.1.1コミュニケーション環境(ネットワーク機能の拡

張)

国際標準のOSI(OpenSystemsInterconnection)を基

礎とし,拡張HNA(HitachiNetwork Architecture)を

ソフトウェア機能の拡張

オープンシステムとの連携機能

コミュニケーション環境

ネットワーク機能拡張

●OSlによるネットワーク

機能強化

●TCP/lPによる
ネットワーク機能強化

●オープンシステム(〕NIX洋))

との接続機能サポート

･FNSサーバ

丁‾

ワークステーション･パソ

汎用コンピュータ連携機首

パソコンの操作性で
汎用コンピュータデータ

のアクセス

データベースサービス

ファイル保管サービス
メーリングサービス

一夕ベース環境

宗ン‾lデータベース連携機能

システム管理環境

tシステム管理機能拡張

●ネットワーク管理機能強化

基

幹
機
能
エ

ン

l

●データベース連携機能

･データ連携 ●運用支援機能(ソフトウェア配布)

･システム間リレーショナル ●AOMPLUS-NETM連携機能
データベース連携

′ヽ

ン

ス

VOS3 VOSK VOSl/ES2

●ストレージ機能拡張(DMFISM)

●セキュリティ機能拡張

●M-86070ロセッササポート

●M-840プロセッササポート

●リレーショナルデータ ●リレーショナルデータ

ベース性能向上 ベース,PDM】E2

●自動運転強化 性能･機能向上

注:略語説明など OS=OpenSystemslntercon[eCtion),TCP/lP(TransmissionControIProtocol/lnternetProtocol),VOS3(Virt]aトstorageOperatjng

System3),VOSK(VOSKindness),VOSl/ES2(VOSl/ExtendedSystem2),PDM】E2(PracticalDataMa=agerIE2)

#)]NlXオペレーティングシステムは,]NIXシステムラボラトリーズ社が開発し,ライセンスしている｡

図lトータル マネジメント サーバ拡張の概要 "FOREFRONT”コンセプトに基づいて,コミュニケーション環境,データベース環境

およびシステム管‡里環境での拡張を示している｡
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小心にネットワーク機能を拡張してきたが,さらに業界

標準の種々のプロトコル,通信メディアをサポートした｡

VOS3システムではOSI,TCP/IP(Transmission Con-

troIProtocol/InternetProtocol)などの各種ネットワー

ク環境からの利用要求が多くなっており,これに対応す

るため,単一メディア上で複数のネットワークフロロトコ

ルの共存が必要である｡

これらの要求に対応し,一つのメディアの上で授数の

プロトコルを利開した椰立接続機能を実現した｡例え

ば,イーサネット馴)LAN上でのOSI,TCP/IP,HNAの

サポートである｡強化機能を次にホす｡

(1)プロトコル

国際標準のOSI対応では,トランザクション対応のプ

ロトコルであるOSI/TP(OSI/TransactionProcessing)

対応の製品メニューを拡張した｡さらに,業界に先駆け

てOSI/RDA(OSIRemoteDatabaseAccess)を採用し,

リモート データベース アクセスの新製品を開発した｡

業界標準TCP/IPへの対応製品として,VOS3 ⅩNF

(VOS3 Extended HNA based Communication

NetworkingFacility)/TCPを開発し,NFS約,Telnet

などをワークステーション･パソコンから容易に利用で

きるようにした｡

(2)通信メディア

国際標準の通信メディアISDN(Integrated Services

DigitalNetwork),TR4/16,CDlOシリーズ,および

FDDI(FiberDistributedDataInterface)に加え,業界

標準のハイパーチャネル鞘3),UltraNet削)への対応製品

を開発した｡

2.1.2 データベース環境

データベース機能への主要なニーズとしては,

(1)エンドユーザーの操作件の保証

ワークステーション･パソコン上のユーザーインタフ

ェースでのデータベースアクセスの実現

(2)リレーショナルデータベースを中心とした国際･業

界標準インタフェースの採用

(3)構造形データベース～リレーショナルデータベース

間でのデータの連携

(4)分散化システムでのデータベースの利用(分散デー

タベース)

があげられる｡

これらのニーズに対応して,オープン化･分散化シス

テムを考慮したデータベース環境の拡張機能として,次

の二つを加えた｡

(1)ワークステーション･パソコンー汎用コンピュータ

連携機能

パソコンの普及,Lotusl-2-3※5)をはじめとするベス

トセラーソフトの出現,パソコンのネットワーク化の普

及に伴い,汎用コンピュータとパソコンの連携機能が必

要である｡

連携に関しての開発機能の目的は,

(a)慣れ親しんだパソコンの操作性で汎用コンピュー

タにある基幹データベースの所用

(b)パソコン上,ifL用コンピュータ上のデータの流通

の活性化

である｡

ワークステーション･パソコン,汎用コンピュータ連

携機能(図2参月てi)は,

(a)データベースサービス

パソコンのエンドユーザーから流通ソフトウェアの

ヒューマンインタフェースで汎用コンピュータのデー

タベ⊥スのアクセスを実現

(b)ファイル†呆管サービス

パソコン上で作成した流通ソフトウェアのファイル

を汎用コンピュータのキャビネに格納し,汎朋コンピ

ュータ上で利用可能

(C)メールサービス

パソコン上のメール操作で,汎用コンピュータのメ

ールボックスにアクセス可能

から構成され,VOS3を初めとして,VOSK(VOS Kilュd-

ness),VOSl/ES2(VOSl/ExtendedSystem2),MIOS-

7(MultipleOfficeInformationOperatingSystem7)/

ASシステム上で実現した｡

(2)データベース連携機能

データベースシステムについては,従来構造形データ

1

2

3

※

洋

※

イーサネットは,米国ⅩEROX杜の登録商標である｡ ※4)

NFSは,SunMicrosystems社の登録商標である｡

ハイパーチャネルは,米国NSC社の登錨商標である｡ ※5)

UltraNetは,Ultra Network TechIlOlogies社の発録

商標である｡

Lotusl-2-3は,LotusDevelopnlentCorporationの商

標である｡
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メールボックス

キャビネ
業務プログラム

形式変換 ×DM

ファイル保管サーノミ
データベースサーハ

T10P3,HOAPJINK,HOAPMAル

×NF,VTAM

パソコン

通信管理

ファイル保管
サービス

連携ソフト

データベースサービス

連携ソフト

流通ソフト

3050

ワークステーションサーバ

メールサービス

パソコン パソコン

注:略語説明 XNF(ExtendedHNA basedComm】nicatjo[Netwo｢king

Facility)

VTAM(VirtualTelecommunicationsAccessMethod)

図2 メールサービスの仕組み 涜通ソフトで作成したファ

イルをメーリングしたり,汎用コンピュータの業務プログラムと連

携することができる｡

ベースにデータを蓄積しているケースが多い｡リレーシ

ョナルデータベースの普及,エンドユーザー指向,マル

チベンダ環境でのシズテム構築といったシステムヘの要

件は,

(a)構造形データベースのデータを戦略的に利用でき

ること,および基幹業務データベースを変■史せずリレ

ーショナルデータベースと共存させ,使用できること｡

(b)エンドユーザーにデータを提供しやすい環境を提

供できること｡

(c)他社データベースと接続できること｡

(d)リレーショナルデータベースを小心とするワーク

ステーション_Lのデータベースと接続できること｡

があげられる｡これらを考慮し,リレーショナルデータ

ベースをl一卜じ､に複数のデータベースとの連携を強化した

データベース連携機能を提供する｡

データベース連携機能は,次の三つの機能から構成し

た｡

(1)構造形データベースデータのリレーショナルデータ

ベースへのデータ抽出,作成機能

(2)分散リレーショナルデータベース機能

(3)単一アプリケーションプログラムからの複数データ
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ベースアクセス機能

以上の機能の提供により,データベース間のデータの流

通,活性化を実現した｡

2.1.3 システム管理環境

情報システムは大規模化,複雑化し,利用する接続機

器が多種多様化している｡これによって,わずかな障害

がシステムを停止し,利用者へ多大な損害を与える｡ま

た,システムを管埋する要員の不足,コストの増大とい

う問題も顕在化している｡

システム管理環境の機能強化の一つとして,ソフトウ

ェア配布管理支援を実現するNETM/DM(Integrated

Network Management System/Software Resource

DeliveryManagementAssist)を開発した｡

NETM/DMは,大量のワークステーションに対する

ソフトウェア資源の維持,保守作業の軽減を目的とし,

(1)ワークステーション上の資源の管理

(2)ワークステーションヘの資源の配布とインストール

をOSI,HNA環境で実現する｡

2.1.4 基幹機能の拡張

以___L,マルチベンダ環境を構築するためのオープン

化･分散化システム対応機能についてVOS3を小心に述

べてきたが,ローI･小形汎朋コンピュータをサポートする

VOSK,VOSl/ES2,およびMIOS7/ASシステムにもオ

ープン化･分散化システム対応機能を開発している｡

オープン化･分散化システム対応機能の提供ととも

に,従米の基幹機能についても継続した機能拡張を加え

ている｡

B おわりに

汎用コンピュータのソフトウエアのオープン化･分散

化システム対応機能について述べた｡従来から提供して

いる基幹業務の拡張と調和･連携したこれらの機能の開

発が,日立製作所の製品開発の考え方である｡今後,

``FOREFRONT''コンセプトに基づいて,さらに使いや

すく,高機能,高性能,高信頼なソフトウエアの拡張を

進めていく考えである｡パソコン,ワークステーション

から大形汎用コンピュータまでの階層的システムを

"FOREFRONT”コンセプトに基づいて提供することに

より,トータルシステムとしてさらに佃値を増やすこと

ができると考えている｡




